
 

 

図 8 強震動評価の流れ 

距離減衰式を用いた地
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ハイブリッド合成法による「詳細法
工学的基盤」上の波形 （図15）
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ハイブリッド合成法と震度増幅
度を用いた地表の震度分布
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ハイブリッド合成法と一次
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* 網掛けは、ハイブリッド合成法による

** 波線枠は、今回試行した方法による


